














[要約］

  出生前に超音波断層法で計測した双胎児のパラメータ(BPD、FL)と、EFBW、discordancy

の推移を検討した。

  concordant twin (出生体重差≦1O%)の例では、一絨毛膜と二絨毛膜に発育の差がなく、

仁志田らの作成した正常単胎の出生時体重の発育曲線の±1.5S.D.内にとどまり、大きな

差がなかった。また推定体重における discordancy も妊娠初期から全妊娠期問で 15%以内

とほぼ一定であった。

  これに対し、discordant twin では、大きい児はほぼ concordant twin と同じ発育をし

ているが、小さい児の発育が悪い傾向が見られた。また、妊娠初期からすでに discordancy

がある例、妊娠 24 週以前にすでに discordancy が明らかになっている例が見られた。 2nd

trimester 前半から discortdant twinを検討するには EFBW そのものよりも、%discordancy

を見た方がはっきりすると思われる。


